
宿主範囲は人工接種による感染を含めると、
ヒユ科、キク科、ナス科、ムラサキ科、キキョ
ウ科、ナデシコ科、ヒルガオ科、マツムシソウ
科、ムクロジ科、ゴマノハグサ科、オミナエ
シ科など広範囲に渡る（Singh et al., 2004）。近
年では、ジャガイモでの発生報告はほとんど
なく、トマト等ナス科の園芸植物からの検出
が多数を占める。例として、オーストラリア
（Mackie et al., 2002）やベルギー（Verhoeven et 
al., 2007）のトマト、チェコのSolanum jasminoides
やBrugmansia  spp.（Mertelik et al., 2010）などが挙
げられる。また、過去にペルーのアボカドから
も検出された（Querci et al., 1995）。

３．病徴
PSTVdに感染した植物は、ジャガイモの塊茎

やトマトを除きほとんどが無病徴である。この
点が輸出入種苗を対象とした植物検疫上の最大
の問題点である。PSTVdに感染したジャガイモ
の塊茎は奇形が生じ（図1）、収量が極端に減
少する。トマトに感染すると生育が停止し、萎
縮、退緑、叢生、縮葉（エピナスティー）等の
病徴を表す（図2）。トマトの発病程度は、ウ
イロイドの系統（例　Mild strain, PSTVd-M）、
温度などの栽培環境、感染時の植物ステージ、
さらには品種の違いにより変化するため、外観
だけでは本ウイロイドの診断は難しい（西尾ら,
1980）。
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１．ポテトスピンドルチューバーウイロイドとは
ウイロイドは、環状の1本鎖RNA（246～401

塩基）からなる病原体で、感染した宿主植物細
胞内の遺伝子転写系に依存して親RNAから子孫
RNAを自律的に複製・増殖する。ウイルスとは
異なり、そのRNAにはタンパク質遺伝子を一切
コードしていない（佐野, 2007）。国際ウイルス
分類委員会の第8次報告（International Committee 
on Taxonomy of Viruses）では、現在のところ2科
7属28種のウイロイドが登録されている（佐野, 
2007）。ポテトスピンドルチューバーウイロイ
ド（PSTVd）は、ポスピウイロイド科、ポスピ
ウイロイド属の代表種である。PSTVdは、我が国
の植物検疫において、検疫対象となる検疫有害動
植物のうち特に侵入を警戒する重要病害のひとつ
に位置付けられている。

PSTVdはこれまで国内未発生であったが、
2009年に福島県のトマト生産施設で初発生し
（Matsushita et al., 2010）、次に山梨県で生産さ
れたダリアでも感染が確認された（Tsushima et 
al., 2011）。これを受けて、日本植物病理学会病
名委員会では本ウイロイドの和名を「ジャガイ
モやせいもウイロイド」とする案を検討してい
る。本稿では、和名決定前であることから英名
のカタカナ表記で記載する。

２．宿主範囲

ポテトスピンドルチューバ－ウイロイドの特徴と防除について
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図1　PSTVdに感染したジャガイモ（品種：男爵）の病徴 図2　PSTVdに感染したトマト（品種：Rutgers）の病徴
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４．種子伝染

PSTVdは、トマトとジャガイモで種子伝染が

確認されている。トマトでは品種Rutgersで伝染

率4.3%（Kryczynski et al., 1988）、品種Sheyenne
で2～23%に達する（Singh, 1970）。このことか

ら、種子伝染率は品種によって異なると推定さ

れる。PSTVdは、トマトの胚珠内部にまで侵入

することが確認されており、そのことが種子伝

染の主要因と考えられる（図3；Matsushita et al., 
2011）。ジャガイモでは35～66%の種子伝染率と

報告されている（Singh et al., 1992）。我々の実験

では、ペチュニアは伝染率50～100%と驚異的な

数字を示した。これは、PSTVdが感染ペチュニ

アの花粉にも侵入し、その汚染花粉が受精する

ことによりPSTVd感染胚が生じると推定された

（松下ら, 2011）。本仮説が正しいなら、ペチュ

ニアの場合、種子洗浄などによってPSTVdを除

去することは不可能となるであろう。

その他の植物ではPSTVdの種子伝染に関する

調査はされていない。ただし、同属のカンキツ

エクソコーティスウイロイド（CEVd）ではバー

ベナやペチュニアの種子を通じて国際的な病原

体の拡散が起こっている可能性が示唆されてい

る（Singh et al., 2009）。今後、我が国において

も、海外から輸入される様々な植物の種苗に対

し、水際でのウイロイドに対する検疫が今まで

以上に重要になると思われる。

５．防除

PSTVdの主な伝染経路は、栽培管理器具に付

着した汁液による水平伝染と種子による垂直伝

染である。前者は、次亜塩素酸等の処理により

失活させることが有効な手段である（Singh et 
al., 1989）。一方、後者では、ペチュニアを含

めPSTVd感染植物のほとんどが無病徴であるこ

とから種子を採取する植物の感染を視覚的に判

断することは出来ない。従って、種子生産す

る親株の定期的な徹底検査が必要になるが、

図3
トマト（品種：Rutgers）の子房

における PSTVd の分布

A：PSTVd 感染個体 

（紫色に染色されている

組織が感染部）

B：健全個体

ov;胚珠 ow;子房壁 pl;胎座

これについては、種苗業者の協力が必要であ

る。種苗輸入時の植物検疫の姿勢としては、

PSTVdの発生国や感染植物の種類に関する情

報を収集し、さらに感染植物が種子伝染する

か否かも事前に理解しておく必要がある。輸

入種苗に紛れて侵入する病原体を間違いなく

検疫するためには、「植物検疫措置に関する

国際基準」等、輸出国および輸入国の双方が

実践できる国際的な検査方法およびその体制

の整備が必要になるであろう。
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